
出席者

No． �卒年 �氏名 �卓 �No． �卒卒 �氏名 �卓 �No． �卒年 �氏名 �卓 

1 �19　5　7 �入江娃淳子 �A �，10 �19　6　9 �三橋　克則 �B �19 �19　7　5 �清水　清一 �D 

2 �19　6　3 �田島機四郎 �A �11 �19　7　0 �保科　雅久 �B �2　0 �19　7　6 �服部　友則 �D 

3 �19　6　5 �大平　淳一 �A �12 �19　7　0 �伊暗　君枝 �B �21 �19　7　8 �宇野　武志 �D 

4 �19　6　5 �山田溝理子 �A �1さ �19　7　0 �萩原　勝子 �C �2　2 �19　7　8 �松尾　和彦 �D 

5 �19　6　8 �富を　隆夫 �A �14 �19　71 �太和田安彦 �C �2　3 �19　7　8 �寺門　博明 �E 

6 �19　6　8 �升谷　勇 �A �15 �19　71 �萩原　成典 �C �2　4 �19　7　8 �深澤　裕志 �E 

7 �19　6　9 �寺育キヌ子 �B �18 �19　71 �長谷川裕子 �C �2　5 �19　7　9 �田村　渡 �E 

8 �19　6　9 �津田　真理。 �ち �17 �19　71 �藤間　本子 �C �2　6 �19　7　9 �戸坂　長俊 �も 

9 �19　6　9 �大野真理子 �B �18 �19　7　4 �山田　敏明 �D �2　7 �19　8　0 �古谷　由美 �E 

草葉県立船橋高等学校校歌」

1．大空映して　寄せくる波の

ひねもすだゆまぬ　努力の姿

はるかに眺めて　窓辺に誓う

紅瀕頼もし　秀でし眉よ

学びて培う　礼節智徳

泡には誠と　領泰の若葉

船橋　船橋　おおわが母校

船穂高校　おおわが母校

3．栄光掛に馴1て編纂（ゆえい）を競う

全校一丸火となる声蓬

凋緯め宵には　歓喜の票

敗れしβべに　翻とり

正しく軌1樅琵漫

はげましたたえよ　つらぬく糟神にころ）

沸　滞おおわ鯛躍

患護高校おおわ丈栂校

トウ・ハチロ二

2．輝く歴史に　轟くその名

校旗に漂う　明るさ学風

慕いて集うは　潜刹明朗

理想を冒さして　みだれぬ歩調

親しく手をとり　はげましはぐみ

導くわが臍の　慈愛の凌

鮪構　船積　おおわが母校

船橋高校　おおわが母校

4．松の箋徹り敷く　小山に軌1

草の葉そよげる　野路に叫ぶ

学ぶもきたうも邁進一徳

懸賭し掛気貌

若さと力を　こぶしにこめて

うら振りとなえんなつかレその名

船賃船礪　おおわが母校

抑おおわが母校

5．明日（あした）の希望lのぞみ堰　た机lE語り

昨日C聡しみ　わからて背負う

胱ぎりて　倍額深く

伝わる声望　香りて毒し

任務（つとめは義務とを果して後に

自由と自治とを守りてすすむ

船礪船礪　おおわが母校

射榔　おおわが母校


